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図表－  31 対ブラジル直接投資額 国別シェア（2016 年度）  
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図表－  32 日本による対ブラジル直接投資  

 

 

図表－  33 対内直接投資（主要業種別）（2016 年）  
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図表－  34 州別工業生産の増減率（2015 年）  

地区  2015 年 12 月  2015 年 12 月  1 月―12 月  

 2015 年 11 月比  2014 年 12 月比  前年比  

アマゾナス州  -7.1 -30 -16.8 

パラ州  -1.8 3.7 5.7 

北東地方  -0.4 -5.6 -3 

セアラ州  0.6 -13.4 -9.7 

ペルナンブコ州  -11.9 -9.8 -3.5 

バイーア州  1.4 -6 -7 

ミナス州  1.1 -10.9 -7.9 

エスピリットサント州  -1.7 -19.1 4.4 

リオ州  1.3 -10.2 -6.5 

サンパウロ州  -2.3 -12.4 -11 

パラナ州  -0.7 -16.1 -9.6 

サンタカタリーナ州  -5.4 -9.8 -7.9 

リオグランデドスル州  1.8 -11.5 -11.8 

マットグロッソ州  ―  18.7 4.7 

ゴイヤス州  -0.6 -1.8 -2.5 

Brasil -0.7 -11.9 -8.3 
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第２章 海事クラスターの動き 

 

2．1 造船所の状況 

2．1．1 造船所就労人口の推移  

 

図表－  35 造船所就労者の推移– 2016 年 11 月現在  

区 分  南東  北東  北  南  合計  

2014 年 12 月  33,510 20,437 12,600 15,925 82,472 

2015 年 12 月  25,003 5,701 7,911 14,767 53,382 

2016 年 11 月  13,369 5,623 7,181 12,279 38,452 

 

造船所従業員は、が示すように 2014 年度の 8 万 2 千人をピークに、2015 年末は 5 万 3

千人に減少、2016 年 11 月の造船工業組合の登録では全国で 3 万 8 千人と 54%減少した。 

 

地域分けで見ると、ブラジル北部の造船所は、マデイラ川やタパジョス川、アマゾン川

の河川を利用した穀物輸送のためのバージやタグボート、他河川船舶を建造していること

から、南部の造船所に比べて操業はやや安定している。  

 

一方、南東部のリオデジャネイロ州のニテロイ地区サンパウロ州のグアルジャ地区、サ

ンタカタリーナ州のナベガンンチスとイタジャイ地区には、支援船、小型フェリー、生産

設備のトップサイドモジュール工事を行っており、2018 年までの船台を埋めている造船所

が多少みられる。その後の工事量確保については、この地域の多くの造船所が海洋開発向

け設備や支援船建造に特化しており、今後の石油ガス開発の動向に大きく左右されること

で、先行きが読みにくい状態となっている。  

 

昨年来、大型海洋案件として市場の注目を浴びたペトロブラス社による Libra 鉱区及び

Sepia 鉱区の生産用プラットフォームの調達案件については、2 月半ば時点でも、国産化

率規制適用の要否議論の中で条件の調整がつかず、入札は 3 月まで延期されている。ペト

ロブラス社は、プロジェクトの採算性確保の為、ローカルコンテント規制枠の撤廃（Waiver）

を要請しており、国内の造船所や国舶用機械メーカーから強い反発を買っている。鉱山エ

ネルギー省や財務省及び開発省交渉間の綱引きを始め、規制側の国家石油監督庁(ANP)と

の間の交渉の行方も依然不透明で、造船工業会 (Sinaval)やブラジル機械工業連盟

(ABIMAQ)は、現行の原則に乗っ取り国内製造を促進するよう関係諸団体と共に強く働き

かけている。  
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2．1．2 発注状況  

 

ブラジル造船工業会によると、2016 年 11 月現在 152 隻の発注残がある。2015 年末時

点の発注残は 236 隻となっており、造船需要の中心に居たペトロブラスの汚職問題、その

後の調達計画の見直しや契約のキャンセルなどが造船不況に追い打ちをかけ、2016 年度の

新規発注も激減し、厳しい船台状況になっている。152 隻の発注船の内訳を図表－  36 に

示す。 

 

図表－  36 発注残  

種類  数  補足  

バージ類  82 河川用コンボイ含む   

タグボート   14 主に港湾作業用  

支援船   18 プラットフォーム作業支援用等  

バンカー船  1 Algemar 社向け   

タンカー   20 SATCO 社及び Transpetro 社向け   

プラットフォーム用船体モ

ジュールなど  
10 オフショア開発用生産設備の周辺  

潜水艦   5 ブラジル海軍向け   

ガスキャリアー   2 天然ガス運搬船   

計  152  

 

■  タンカー及び LPG 船の発注状況  

トランスペトロ社の船隊近代化計画（Promef）による船舶を含む発注残は図表－  37 の

通り。  

 

図表－  37 トランスペトロ社の船隊近代化計画（Promef）による建造状況  

造船所  場所  船種  隻数  補足  

EAS Suape (PE) タンカー  20 
Transpetro 及び  

SATCO 向け  

VARD Promar Suape (PE) ガスキャリアー  2 Transpetro 向け  

計  22  
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■  支援船の発注状況  

図表－  38 支援船の発注状況  

造船所  場所  船種  隻数  補足  

São Miguel São Gonçalo (RJ)  PSV 6 Bravante 社向け   

Wilson Sons Santos (SP)  OSV 2 自社グループ船   

Oceana Navegantes (SC)  AHTS 2 CBO グループ   

Navship Navegantes (SC)  AHTS2 隻、PSV6 隻 8 Bram Offshore 社   

計  18  

 

■  生産設備の建造状況  

SINAVAL が昨年 12 月時点で把握している生産設備の建造状況は図表－  39 の通り。  

 

図表－  39 プラットフォームの建造状況  

造船所  場所  タイプ  数量  補足  

Cascos 

Rio Grande 造船

所（Ecovix 社の状

況次第) 

Rio Grande (RS) 
FPSO 船体  

 
2 

P- 69 及び  P-70. 

(P-68 及び  P-71 は中国建造

にシフトされ最終工事は

Jurong Aracruz 造船所を予

定). 

P-72 及び P-73 についてはキ

ャンセルの可能性あり。  

小計  2  

モジュールインテグレーション  

BrasFELS 
Angra dos Reis 

(RJ) 

モジュール据え

付け工事  
2 

FPSO P-66 （据え付け工事完

了）  

FPSO Cidade de Macaé 

(MODEC 2017 予定). 

EBR 
São José do 

Norte (RS) 
同上  1 FPSO P-74 

Techint-Technip 
Pontal do 

Paraná (PR) 
同上  1 FPSO P-76 

QGI Rio Grande (RS) モジュール製造  2 P-75 e P-77 

Jurong Aracruz Aracruz (ES) 
モジュール据え

付け工事  
2 

P-68 e P-71 

(P-68, construído na China, 

já está no Jurong Aracruz 

para integração de módulos)

小計  8  

計  10  
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◆  ペトロブラスが傭船するプラットフォームの船主及び建造状況  

 

図表－  40 ペトロブラス傭船の FPSO 

FPSO 提供者  契約  引渡し予定  補足  

Cidade de Paraty SBM 2010 2013 

船体改装：シンガポール  

モジュール : Enaval, Nuclep e 

BrasFELS 

連結搭載工事 : BrasFELS 

Cidade de Ilha 

Bela 
SBM 2011 2014 

船体改装 :中国  

モジュール : Brasa e Nuclep 

連結搭載工事 : Brasa  

Cidade de 

Maricá 
SBM 2013 2016 

船体改装工事 :中国  

モジュール :中国及び  Brasa 

連結搭載工事 : Brasa 

Cidade de 

Saquarema 
SBM 2013 2016 

船体改装工事 :中国  

モジュール : 中国及び Brasa 

連結搭載工事 : Brasa 

Cidade de São 

Paulo 
MODEC 2010 2013 

船体改装工事 : 中国  

モジュール : Nuclep, Belov, Enaval 

及び BrasFELS 

連結搭載工事 : BrasFELS 

Cidade de 

Mangaratiba 
MODEC 2011 2014 

船体改装工事 :中国  

モジュール :中国及び BrasFELS 

連結搭載工事 : BrasFELS 

Cidade de 

Itaguaí 
MODEC 2012 2015 

船体改装工事 :中国  

モジュール :中国及び BrasFELS 

連結搭載工事 : BrasFELS 

Cidade de 

Caraguatatuba 
MODEC 2013 2016 

船体工事 :日本  

モジュール :シンガポール及び  

BrasFELS  

連結搭載工事 : BrasFELS 

Cidade de 

Campos dos 

Goytacazes 

MODEC 2014 2017 

船体改装工事 :中国  

モジュール :中国及び  BrasFELS 

連結搭載工事 : BrasFELS 
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（参考）潜水艦を手掛けるブラジル造船所  

フランス政府が技術供与を行い、潜水艦 5 隻の建造案件を進めている。当初の計画では

予算規模は 39 億ドルで、提携先の Nuclep 造船所では、昨年末、純国産製造第１艇目とな

る潜水艦の船体が完成した。船体を建造している Nuclep 造船所は、フランス側からの技

術移転を受ける形で進めており、今回完成した船体（図表－  41）は全て国内で建造され

た初めての船体となる。この船体は、潜水艦開発プログラム（Prosub）で合意された潜水

艦船隊の 2 隻目の潜水艦用ハルで、12 月半ば、計画 5 段階の 2A ステージと呼ばれる船体

の建造工事を終えた。艦艇名 Humaitá（SBR-2）は、Prosub 計画で合意されているディ

ーゼル発電式潜水艦 4 艇の内の 1 隻で、このプログラムでは、この他にも原子力潜水艦

（SN-BR）1 隻の建造案件も含まれている。  

 

図表－  41 Nuclep 造船所で完成した船体（SB-2/SBA-2 セクション：2016 年 12 月）  

 

 

図表－  42 ブラジル海軍の現有フリート  
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図表－  443 ブラジル

 

ル舶用工業
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業会が 2014 年に纏めたた海軍向け船船舶需要  
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●  舶用産業  

 

オフショア産業分野を中心とする市況の落ち込みはペトロブラス社の掘削船建造計画や

浮体式生産設備の建造に期待を寄せていたブラジルの造船所や舶用機器サプライヤーに大

きな影響を与えている。2014 年をピークとして新造案件も大幅に減少し、特に海洋開発に

関連する受注案件の先延ばしやキャンセルも発生し、深刻な状況に陥っている。  

 

現在、ブラジル機械工業会（ABIMAQ）に登録している国内舶用機械メーカーの会員数

は約 500 社を数え、同工業会が“Brazilian Suppliers for Ships & Platform”の中で紹介

しているブラジル製舶用機器の主品目は以下のジャンルになっている。  

 

係留ケーブル / アンカー / ヒーター / 救命ボート / 電気ケーブル / ボイラー / カルダン / 

コンプレッサ / プロペラ（最大 3m） / 周波数コンバータ / シャフトライン（最大 300mm

径） / 軸線ベアリング（最大直径 300mm） / コーティング及び絶縁材料 / 家具 / ウィンド

ラス /ウインチ / クレーン / ディーゼルモータース（最大 1,230 キロワット） / 電気モータ

ー / ドア / ハッチ / 電気パネル / モニタリング用機械•警報システム / 電気負荷制御システ

ム / 電源管理システム / PSV 用電気推進システム（2000kW まで）/ 空調システム / オート

メーションと制御システム / プライミングとリッピングシステム /消火システム / ソフトス

ターター / 塗料 / 溶剤 / 熱交換器 / 配管及びアクセサリー / 多種バルブ / エンジンルームポ

ンプ他多種ポンプ等  。  

 

ブ ラ ジ ル の 舶 用 鋼 材 は 、 Usiminas/Arcelor Mittal Inox Brasil/Arcelor Mittal 

Tubarão/CSN/Gerdau グループ等大手企業が提供している。製品は、スラブ / プレート・

コイルプレート / 熱延板・コイル / 冷延鋼板・コイル / ブラックプレート / カニングプレー

ト / 溶融亜鉛メッキ薄板鋼 / 電解メッキ鋼板 / 亜鉛・アルミニウムメッキ板鋼 / 塗装シート

/ 多種合金鋼シート / ステンレス鋼板 / ケイ素鋼板 / ロング製品 / インゴット / ビレット / 

炭素鋼 / 合金鋼 / ステンレス鋼 / ダイス鋼 / 軽量鉄骨 / 厚肉鋼板 / 線  材 / コンクリート鉄

筋 / シームレス鋼管 / 引伸し製品 / 多種ワイヤー等  

 

他方、ブラジルで製造されていない主要機器は、潜水貨物ポンプ / 大型プロペラ /可変ピ

ッチプロペラ / 補助エンジン（H.F.O.）/ 主機関（H.F.O）/ 統合ナビゲーションブリッジ

/ 方位角推進システム / レーダーシステム / 流出油回収装置 / タンク洗浄システム / 垂直蒸

気タービン / 航海データレコーダ等。  

 

オフショア生産設備用の機器については、自動化と制御システム、遠心ポンプ、VAC 機

器などは、ほぼ国内ブラジル企業から調達、遠心空気圧縮機、バルブ、ディーゼルモータ

ー、測位システム（POS）、同期モーターや発電機、ターボ発電機、フレア、硫酸塩除去

ユニットやガスモーター、ガス往復圧縮機（レシプロ圧縮機）などは主として海外メーカ

ーから調達している。  
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＊現在入札が行われているプレサル開発向けの Libra プロジェクト用の特定機器類には次

のようなローカルコンテント率の適用が求められている。  

 

船体機器及び素材 40％ / ボイラー加圧容器 70％ / ポンプ 70％ / 電気系統 70％ / 熱交換

器 50％ /自動化システム 75% 

 

■  機器引き合いモデル :119 頁に次の見出しで機器引き合いモデル事例を掲載した。  

 

ブラジル海洋産業―機器引き合いモデル 

（FPSO の場合の参考事例）  

＝見積提示書の主な一般規定・指示内容項目＝  

 

■  関連情報  

 

①  ペトロブラス社は、“Simplifica Petrobras”と名付けた計画を立ち上げ、少額契約を

前提とした社内手続きの簡素化に向け検討を行っている。決裁手続きのスピードアップ

と、重要事項以外は役員決済対象項目から除外することを前提にしている。課長級職員

にその決裁権が与えられ、それ以上の追加決裁の必要性がなくなる。また、オペレーシ

ョンに携わる分野では、ネット上の Petronect システム（＊後述）を通した購入契約の

場合、決済額 16 万レアルまで自動契約で行われ、企業登録を行っている企業からの購

入については、管理部門の決裁介入も省かれることになり機動性が高まるという。  

 

②  ペトロブラス社の企業登録(CRCC)とマスターベンダーリスト（MVLO）  

 

取引を行うにあたり、製品ジャンル別の会社登録（CRCC：Certificate of Registration 

and Record Classification)を行う必要がある。  

 

CRCC 登録のガイドラインについてはペトロブラス社の次の Petronect サイトを参照

（英語・ポルトガル語・スペイン語にて閲覧可能）。  

 

https://www.petronect.com.br/irj/portal/anonymous/en 

 

また、登録をアシストする企業もあり“Cadastro Petrobras 

CRCC ”を入力することによりチェックが可能。  
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